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ホート効果仮説の 3 つを立てた。 
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3．分析と考察 
本研究では、2005 年と 2010 年の日本とアメリカの世界価値観調査のデータを 2 次分析
した。新自由主義が日本より先行して普及したアメリカを比較し、また新自由主義がその
勢いを衰退させるイベントが立て続けに起きた 2005 年から 2010 年を比較することで、新
自由主義の趨勢を測定できるのではないかと考えた。4 つの新自由主義的社会意識に対し




ば、日本かアメリカか、2005 年か 2010 年か、性別を問わず、社会階級による効果が有効
であった。その効果も分析モデルの中で最も高いことが多かった。このことから、新自由
主義的社会意識は社会階級によって規定されていることが分かった。 




あるということは、たとえ 2005 年でも 2010 年でも社会階級の効果が確認できてもその社










比べて 2010 年のほうが回帰係数、説明力を示すR2 乗値が減少していることもうかがえた。





Harvey, David, 2005, A Brief History of Neoliberalism,Oxford University Press（＝2007, 森田成也・木下ち
がや・大家定晴・中村好孝訳,2007,『新自由主義――その歴史的展開と現在』,作品社）. 
 
